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新型コロナウイルス感染症対策 

５月５日開催 津市新型コロナウイルス感染症対策本部会議 

（第１５回）開催結果 

 
 このことについて、その内容は、別添資料のとおりです。 

 



 
 

５月５日開催津市新型コロナウイルス感染症対策本部会議（第１５回） 

開催結果 

１ 決定事項 

（１）新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の活用方針について

（政策財務部） 

   令和２年４月７日に閣議決定された「新型コロナウイルス感染症緊急経

済対策」において創設された「新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨

時交付金」については、４月３０日に国の予算が成立し、これを受け、５ 

月１日、津市には７億３，４５５万８千円の交付限度額が提示されました。 

資料１のとおり、今回の提示額は、国の臨時交付金予算総額１兆円のう

ち、第１次配分として、地方単独事業分となる７，０６０億円に対する本

市の交付限度額となっています。残りの国庫補助事業分については、第２

次配分として、改めて国から交付限度額が提示されることとなっており、

交付決定までの今後のスケジュールは資料２のとおりとなります。 

今回、第１次配分として提示された交付金については、資料３の直近の

スケジュールのとおり、実施計画を策定し、５月２９日までに国へ提出し

ていくことから、同交付金の活用に向けて、以下の活用方針のもと１２日

までに対象事業を取りまとめることとします。 

 ＜交付金の活用方針＞ 

 ① 三重県との協調により実施する新型コロナウイルス感染症拡大防止協力

金交付事業への充当 ３億７，５００万円（５月１日の第１回市議会臨時

会において補正予算として議決済） 

 ② 予備費等を活用し、本市がこれまで感染症予防対策として取り組んでき

た経費への充当 約１，０００万円 

 ③ 現在実施されている国・県等の支援策（資料４参照）の現状を踏まえ、

時宜を得た市独自の施策への充当 

※ 交付限度額７億３，４５５万８千円から、①及び②の総額を差し引いた

約３億５千万円を③の事業に活用します。 

 

（２）緊急事態宣言の延長に伴う新しい生活様式を踏まえた公共施設再開の考

え方について（税務・財産管理担当） 

   ５月４日、国は緊急事態宣言を５月３１日まで延長することとし、さら

に、同日新型コロナウイルス感染症対策の基本的対処方針を変更したなか

で、専門家会議の提言を踏まえ、感染拡大を予防する新しい生活様式の徹

底を住民に求めていくとし、また、まん延防止に係る施設の使用制限等の



 
 

方向性について示されました。 

   これらのことを踏まえ、５月３１日（日）まで休館としている市公共施

設について、感染防止対策の徹底が図られる等、利用者の安全が確保でき

る場合には、十分な検討を行った上で、休館期間を短縮する方向で検討を

始めることとします。 

   なお、検討の結果、休館期間を短縮できると判断し再開する場合には、

個別に協議することとします。 

 

２ 報告事項 

（１）５月１日、市長メッセージの発信について報告（危機管理部） 

   ５月１日、市長が市民の皆様に向けて、新型コロナウイルス感染症に関

するメッセージを市ホームページに掲載するとともに、５月２日より市ケ

ーブルテレビで発信しました。 

（２）津市新型コロナウイルス感染症市民生活相談案内窓口の継続等について

報告（危機管理部） 

   ４月９日（木）から設置している津市新型コロナウイルス感染症市民生

活相談案内窓口を、政府の緊急事態宣言の延長を受けて５月３１日まで延

長することとしました。 

   当相談案内窓口では、引き続き、新型コロナウイルス感染症に関する予

防や行動に関する疑問、支援策などの相談に対応するとともに、より専門

的な対応が必要な場合は、担当部局につなげることとします。 

   なお、当相談案内窓口の相談状況は、５月１日までの土・日曜日及び祝

日を除く１６日間で１，２２１件の相談がありました。 

   主な相談内容は、特別定額給付金等国の給付金に関する相談が７５６件

で、約６０％を占めています。 

   また、当案内窓口で完結した相談が１，０３９件、専門的な対応が必要

として担当部局につないだ相談が１８２件でした。 

   これ以外に事業者向け相談窓口では、５月１日までに６３５件の相談を

受け付けました。 

（３）新型コロナウイルス感染症対策に係る予算措置について報告（政策財務

部） 

   ５月１日、令和２年第１回津市議会臨時会において、４月２０日に閣議

決定された新型コロナウイルス感染症緊急経済対策及び国の令和２年度補

正予算（第１号）を受け、家計への支援を行うための一人当たり１０万円

の特別定額給付金を市民の皆さんに給付する経費、子育て世帯への支援を



 
 

行うため、児童手当を受給する世帯への対象児童一人当たり１万円の臨時

特別給付金を給付する経費及び県が行う緊急事態措置による休業要請・依

頼に全面協力いただける中小企業・小規模事業者に対し、県と連携して協

力金を交付するための経費に係る歳入歳出予算について議決を得ました。 

   その内容は、歳出予算として、特別定額給付金給付事業について、市内

全ての人々への一人当たり１０万円の給付金及び手続書類の郵送料、受取

口座への振込手数料などの給付に要する事務費の２７９億６５００万円を

計上、子育て世帯への臨時特別給付金給付事業については、児童手当を受

給する世帯への対象児童一人当たり１万円の給付金及び電算業務委託料な

どの給付に要する事務費の３億３４８０万円を計上及び中小企業・小規模

事業者支援事業については、県が行う緊急事態措置による休業要請・依頼

に全面協力いただける市内中小企業・小規模事業者に対して県と市が連携

して新型コロナウイルス感染症拡大阻止協力金を交付することとし、当該

協力金の２分の１に相当する負担金の３億７５００万円を計上しました。 

   また、歳入予算として、特別定額給付金給付事業費補助金、子育て世帯

への臨時特別給付金給付事業費補助金、新型コロナウイルス感染症対応地

方創生臨時交付金など、国庫支出金の２８６億７４８０万円を計上しまし

た。 

   このことから、関係部局と連携し迅速な事務処理に努めます。 

（４）幼児健康診査の延期について報告（健康医療担当） 

   国からの緊急事態宣言が延長されたことを踏まえ、引き続き保護者及び

幼児の新型コロナウイルス感染症拡大防止のための措置として、５月１４

日（木）、２８日（木）中央保健センターでの３歳児健康診査、５月１４

日（木）、２８日（木）久居保健センター、５月２１日（木）中央保健セ

ンターでの１歳６か月児健康診査、５回の幼児健康診査について延期する

こととしました。 

   なお、健康診査延期については、ホームページにおいて周知し、当健康

診査対象の保護者には、はがきにおいて連絡しました。 

（５）国民健康保険における国の財政支援を受けた傷病手当金の支給及び保険

料の減免に向けた対応について報告（健康医療担当） 

   「新型コロナウイルス感染症に関する緊急対応策－第２弾－」及び「新

型コロナウイルス感染症緊急経済対策」として国が特別の財政措置を講じ

ることを示しました。このことを受け、新型コロナウイルス感染症に感染

又は感染が疑われるため、労務に服することができなくなった被用者であ

る被保険者に対し傷病手当金を支給できるようにすること、また、新型コ



 
 

ロナウイルス感染症の影響により一定程度収入が下がった被保険者に対し

て国民健康保険料の減免を行うこととされたことから、所要の措置を講ず

るため、津市国民健康保険運営協議会における審議を経て、令和２年第２

回津市議会定例会への議案提出に向けて準備を進めることとしました。 

（６）国民年金保険料の臨時特例措置による免除等の申請の受付について報告

（健康医療担当） 

   新型コロナウイルス感染症の動向等を踏まえ、新型コロナウイルス感染

症の拡大防止の観点に加え、経済社会全般に重大な影響が及んでいる等の 

特別の状況を鑑み、「新型コロナウイルス感染症緊急経済対策」も踏まえ、 

新型コロナウイルス感染症の影響により、収入源となる業務の喪失や売上 

げの減少などが生じて所得が相当程度まで下がった場合は、臨時特例の時 

限的措置として、簡易かつ迅速な手続によって国民年金保険料の免除等の 

申請及び適用を行うことができる措置が講じられたことから、５月１日か 

ら申請の受付事務を開始しました。 

なお、今回の臨時特例措置の内容とともに、臨時特例免除等に該当した 

場合、免除期間について１０年以内に追納をしない限り、将来受け取る老 

齢基礎年金が少なくなるなど、申請にあたり注意いただく点も併せて市ホ 

ームページにより周知します。 

（７）不妊治療費助成の時限的年齢要件の緩和に伴う対応について報告（健康

医療担当） 

   不妊に悩む方への特定治療支援事業について、令和２年度に新型コロナ

ウイルス感染防止の観点から治療を延期した場合にも事業の対象となるよ

う、時限的に年齢要件が緩和されたことから、所要の措置を講ずるため、

三重県における取扱いに合わせ、早期に対応できるよう津市福祉医療費不

妊治療費助成事業実施要綱を改正する準備を進めることとしました。 

（８）介護保険における国の財政支援を受けた第一号被保険者の保険料の減免

に向けた対応について報告（健康福祉部） 

   「新型コロナウイルス感染症緊急経済対策」として国が特別の財政措置

を講じることを示しました。このことを受け、新型コロナウイルス感染症

の影響により一定程度収入が下がった第一号被保険者に対して介護保険料

の減免を行うこととされたことから、所要の措置を講ずるため令和２年第

２回津市議会定例会への議案提出に向けて準備を進めることとしました。 

（９）保育所、認定こども園及び地域型保育事業に係る利用者負担額（保育

料）の軽減対象期間の延長について報告（こども政策担当） 

   国からの緊急事態宣言が延長されたことや三重県での感染状況等を踏ま



 
 

え、引き続き子どもたちへの感染拡大防止のための措置として、５月７日

から５月３１日まで、本市内の保育所、認定こども園及び地域型保育事業 

の２号、３号認定子どもについて登園自粛の要請期間を延長することから、 

当該要請に係る利用者負担額の軽減対象期間を延長することとしました。 



 

 

以下会議資料 

津市新型コロナウイルス感染症対策本部会議（第１５回） 

 

令和２年５月５日（火） 

 午前１０時～      

本庁舎８階 大会議室Ａ 

 

１ 国・県の動き 

（１）三重県津保健所管内における４月３０日以降の感染症患者の発生及び続

報について報告（健康医療担当） 

（２）国における緊急事態宣言の延長について報告（危機管理部） 

 

２ 協議事項 

（１）新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の活用方針について

協議（政策財務部） 

（２）緊急事態宣言の延長に伴う新しい生活様式を踏まえた公共施設再開の考

え方について協議（税務・財産管理担当） 

 

３ 報告事項 

（１）５月１日、市長メッセージの発信について報告（危機管理部） 

（２）津市新型コロナウイルス感染症市民生活相談案内窓口の継続等について

報告（危機管理部） 

（３）新型コロナウイルス感染症対策に係る予算措置について報告（政策財務

部） 

（４）幼児健康診査の延期について報告（健康医療担当） 

（５）国民健康保険における国の財政支援を受けた傷病手当金の支給及び保険

料の減免に向けた対応について報告（健康医療担当） 

（６）国民年金保険料の臨時特例措置による免除等の申請の受付について報告

（健康医療担当） 

（７）不妊治療費助成の時限的年齢要件の緩和に伴う対応について報告（健康

医療担当） 

（８）介護保険における国の財政支援を受けた第一号被保険者の保険料の減免

に向けた対応について報告（健康福祉部） 

（９）保育所、認定こども園及び地域型保育事業に係る利用者負担額（保育料）

の軽減対象期間の延長について報告（こども政策担当） 

 

４ その他 
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